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本日の内容
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3.  2024 年度下期施策

4.  参考資料
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1. 2024 年度上期決算概要
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2024 年度上期 連結業績

ḲIngomar
Ḳ
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2024 年度上期 セグメント別業績
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売上収益 事業利益

24年度上期実績 23年度 24年度上期実績 23年度

対前年 増減率 為替影響 上期実績 対前年 増減率 為替影響 上期実績

飲料 397 +41 +11.7% - 355 49.2 +14.5 +41.8% - 34.7

通販 57 ẍ1 ẍ1.9% - 58 2.6 +0.1 +5.0% - 2.5

食品他 272 +29 +12.1% - 243 26.8 +11.4 +74.5% - 15.3

国内加工食品計 726 +69 +10.6% - 656 78.7 +26.1 +49.6% - 52.6

トマト他一次加工 398 +290 +269.4% +44 107 42.1 +22.2 +111.2% +4.4 19.9

トマト他二次加工 367 +99 +37.2% +40 267 44.3 +18.0 +68.5% +4.7 26.3

調整額 △3 ẍ2 - ẍ0 ẍ1 △0.9 +0.9 - - ẍ1.9

国際計 761 +387 +103.5% +84 374 85.5 +41.2 +93.1% +9.2 44.3

その他/調整額 △6 ẍ28 - ẍ7 22 △3.7 +4.9 - +1.6 ẍ8.7

合計 1,482 +429 +40.7% +76 1,053 160.5 +72.3 +82.0% +10.9 88.2

単位:億円



原材料価格上昇も価格改定効果により増益
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2024 年度上期 国内加工食品事業
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売上収益 事業利益

カテゴリートータルで増収
Ḳ2

Ḳ
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2024 年度上期 国内加工食品 価格改定後の推移
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家庭用食品野菜飲料 業務用

■野菜生活100 平均単価推移（単位：円） ■トマトケチャップ平均単価推移（単位：円）

Ḳ SRI+ SM
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ṕ2 Ṗ
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2024 年度上期 国際事業
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売上収益 事業利益
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Ingomar  

価格改定による販売価格の上昇等により増益

Ḳ
ẑ1Ḳ23 Ingomar ṧ8.5
ẑ2Ḳ

Ḳ

一次加工・二次加工ともに増収

ḲIngomar
 Ingomar  
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2024 年度上期 事業利益増減要因
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単位：億円

…①＋61

…②△26

…③＋41

ṧ61Ḳ ṧ54 ṧ7ṕ Ṗ
ẍ26Ḳ ẍ32 ẍ28( ẍ4)
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対前年 増減率

160.5 +72.3 82.0% 88.2

95.1 +93.0 4428.6% 2.1

2.8 +1.5 115.4% 1.3

252.9 +163.8 183.8% 89.1

237.4 +150.7 173.8% 86.7

45.1 +18.7 70.8% 26.4

19.0% -11.4pt - 30.4%

14.5 +6.1 72.6% 8.4

ẑ 177.7 +125.9 243.1% 51.8

単位:億円
23年度

上期実績

24年度上期実績

増減要因
ṧ93Ḳ Ingomar
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2024 年度上期 中間利益増減要因

ẑ
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Ingomar

2024 年度上期 財政状態計算書変動内容
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資産/ 負債・資本
3,618 億円( 前期末比+961 億円)

親会社所有者帰属持分比率:43.9 ％( △5.9pt)

単位:億円

連結財政状態計算書
2024 年6月30 日

負債 1,759 （+466 ）

資本 1,859 （+495 ）

資産合計 3 ,618 （+961 ）

- 流動資産 2 ,027 （+373 ）
- 非流動資産 1,590 （+588 ）

ẑṕ Ṗ

前期末からの増減内容（単位：億円）

■流動資産2,027(+373)
ṧ298 ( )

+147
ẍ114

■非流動資産1,590( ＋588 )
ṧ391 ṧ226 ẍ59  

■負債1,759(+466)
ṧ305 ṧ95

 +67 

■資本1,859(+495)
ṧ227

ṧ142ṕ ṧ177 ẍ35  Ṗ
ṧ132



2024 年度上期 キャッシュフローの主な内容
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■24 年度上期 キャッシュフロー内訳
営業活動によるキャッシュフロー

237 61 247
Ingomar ẍ93 ẍ44

ẍ69 ẍ40
投資活動によるキャッシュフロー

Ingomar ẍ360 ẍ48
財務活動によるキャッシュフロー

121 ẍ49 ẍ35

ḲIngomar
Ḳ
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2. 2024 年度通期予想
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2024 年度通期予想

2,960 230

24 年度下期 リスク要素
Ḳ

Ḳ
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2024 年度下期 事業利益の課題と施策
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24

販売数量の維持・拡大

2024

国内
加工食品

事業

国際
事業

24 価格戦略の実行

 
新規顧客の獲得

原価低減

①

②

③

④
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3. 2024 年度下期施策
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2024 年度下期施策 国内事業（飲料）
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アーモンド・ブリーズ：製造・販売ライセンス契約締結

■ブルーダイヤモンドグロワーズ社■新規ユーザー化とヘビーユーザー化が好調要因

■コミュニケーションメッセージ「朝を味方に」を展開

野菜生活：朝の飲用機会獲得目指す

Å

Å

Å ¬ º
CM

Å
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トマトジュース：新規ユーザー獲得目指す
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【野菜飲料市場・当社シェア推移】
ṕ Ṗ

ẑ Ḳ Ḳ SRI+
 2024

■トマトジュースが貢献

Å

Å

115Ṿ

野菜飲料市場規模：反転見込み

Å 1910 / 3000
Å

Å

ẑ25



2024 年度下期施策 国内事業（食品・業務用）
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トマトケチャップ：使用量拡大目指す

■“新しい学校のリーダーズ”を活用したメニュー提案

ṵ 4 ᷀᷉ḩ

新商品：「ごはんにかけるスープ」

■時短、節約意識から食卓の皿数は減少

■コスパ・タイパニーズに合う家族が喜ぶメニュー提案
業務用：人手不足に対応する商品の強化

■外食市場での人手不足を解決
Å

ṕ Ṗ
Å

Å

ẑ Ḳ
  

Å

Å

ể
Å

Å Ḳ8 27
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2024 年度下期施策 国際事業

24
Ingomar Ẁ

カンパニー化によるグループ連携強化

■メニュー提案力を強化

19

Å

Å

Ingomar との取り組み

Å Ḳ24
   

Å Ḳ

Å Ingomar

Å Ingomar

Å

CVC
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フードサービス企業への対応強化

Å

CEO
Å

Å

■カンパニー化によりグループ全体で戦略進める

■グローバル・アグリ・リサーチ＆ビジネスセンターとの連携

■今後の課題



2025

2025

事業環境は劇的に変化したが
目指すところは変わらない

20

「食を通じて社会課題の解決に取り組み、
持続的に成長できる強い企業になる」

「トマトの会社から野菜の会社に」
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4. 参考資料
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販売チャネル別、容器別販売状況
Ḳ

Ḳ

主力ブランド別売上収益
トマトジュース91 億円( 対前年+46%)

野菜一日これ一本 65 億円( 対前年＋8%)

野菜生活１００シリーズ190 億円( 対前年＋3%)
Smoothie

国内加工食品事業 飲料トピックス

22

販売促進費、広告宣伝費（対前年）

¬ º ỎỘ
 ẍ1.2 ṧ2.1
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主力商品別売上収益
野菜飲料36 億円( 前年比△3%)
サプリメント類9億円( △7%)
スープ類7億円(+22%)

国内加工食品事業 通販トピックス

事業利益
ṧ0.1

23

主力商品の野菜飲料やサプリメント類が前年割れ
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家庭用食品
売上収益99 億円（対前年+9% ）

主力商品別売上収益
トマトケチャップ50 億円( 対前年+11% ）

業務用
売上収益136 億円（対前年+18% ）

国内加工食品事業 食品他トピックス

事業利益
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個社別のサマリー( 現地通貨)
Ingomar ṕ Ṗ

Kagome  Incṕ Ṗ

HITṕ Ṗ

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

国際事業トピックス
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サステナビリティ＆トピックス

ḲCDP A
Ḳ

「CDP 水セキュリティ」において、最高評価の
「Aリスト企業」に選定

「未来型食品工場コンソーシアム」結成

26

■国際的影響力のある環境非営利団体 CDP の
水資源管理に関する企業調査「CDP 水セキュリ
ティ」において、最高評価の「A リスト企業」選定

■食品メーカー複数社とロボット開発会社で食品工場の
非競争領域の共通課題解決を目指す

ṵ ᷀᷉ḩ
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